
先
日
、
荒
川
区
障
が
い
者
地
域
自
立
生
活
支

援
セ
ミ
ナ
ー｢

失
語
症
～
明
日
か
ら
役
立
つ
会

話
の
コ
ツ｣

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
失
語
症

に
つ
い
て｢

NPO
法
人

言
語
障
が
い
者
の
社
会

参
加
を
支
援
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会

和
音｣

の
資
料
か
ら
抜
粋
し
て
お
伝
え
致
し
ま
す
。

人
が
何
気
な
く
や
っ
て
い
る
こ
と
、
手
足

を
動
か
す
、
話
す
、
見
る
、
聞
く
、
様
々
な

感
覚
を
感
じ
る
、
全
て
は
脳
の
働
き
に
よ
る

も
の
で
す
。
見
る
、
聞
く
、
手
足
を
動
か
す

こ
と
は
左
右
両
方
の
脳
の
働
き
で
す
。
そ
の

た
め
、
片
方
の
脳
が
損
傷
し
て
も
片
方
で
補

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

言
語
中
枢
は
多
く
の
人
は
左
脳
に
あ
り
ま

す
。
失
語
症
は
、
脳
卒
中
（
脳
梗
塞
・
脳
出

血
・
く
も
膜
下
出
血
）
や
頭
部
外
傷
、
脳
腫

瘍
、
脳
炎
な
ど
に
よ
り
言
語
中
枢
の
損
傷
さ

れ
る
こ
と
で
言
語
の
操
作
能
力
（
話
す
、
書

く
、
読
む
、
計
算
、
聞
い
て
理
解
す
る
）
全

て
の
側
面
に
障
害
が
及
び
ま
す
。
全
部
で
き

な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
の

症
状
は
百
人
百
様
で
す
。
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
か
ら
失
語
症
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
失
語
症
と
間
違
い
や
す
い
障
害
は

１

構
音
障
害

唇
、
舌
等
の
麻
痺
な
ど
が

原
因
で
発
音
が
不
明
瞭

２

失
声
症

声
帯
の
異
常
・
精
神
的
な
ス
ト

レ
ス
が
原
因
で
声
が
出
な
く
な
る

３

認
知
症

言
語
だ
け
で
な
く
認
知
機
能
が

低
下
し
、
最
近
の
記
憶
や
状
況
判
断
が
困
難
で

徐
々
に
進
行
す
る
。

◎
失
語
症
で
は
聞
い
て
理
解
す
る
こ
と
は

耳
で
聞
こ
え
て
い
て
も
速
く
話
さ
れ
る
と
言

葉
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
。
ま
た
、
複
雑
な

内
容
や
長
い
文
を
理
解
し
に
く
い
。

◎
失
語
症
で
は
話
す
こ
と
は

言
い
た
い
言
葉
が
思
い
浮
か
ば
な
い
。
（
言

い
た
い
者
の
意
味
や
イ
メ
ー
ジ
は
判
っ
て
い
る
）

思
っ
た
こ
と
と
違
う
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う
。

（
灰
皿
→
カ
イ
ジ
ャ
ラ

懐
中
電
灯
→
乾
電
池

◎
失
語
症
で
は
読
む
こ
と
は

文
字
を
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
（
漢

字
よ
り
も
仮
名
が
難
し
い
。
漢
字
は
意
味
が
判

り
易
い
。
50
音
表
の
文
字
盤
は
使
え
な
い
。
声

に
出
し
て
読
む
こ
と
が
難
し
い
。
読
め
て
も
理

解
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

◎
失
語
症
で
は
書
く
こ
と
は

文
字
を
思
い
出
せ
な
い
。
文
を
書
け
な
い
。
書

き
誤
り
が
あ
る
。
（
詩
計
→
時
計

虫
眠
鏡
→
虫

眼
鏡
）

◎
失
語
症
で
は
数
字
や
計
算
は

数
字
は
言
い
誤
り
・
聞
き
謝
り
が
多
い
。
（
日

時
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
金
額
な
ど
）
数

字
は
聞
く
よ
り
、
見
る
方
が
理
解
し
や
す
い
。

口
で
い
う
よ
り
指
で
示
す
・
書
く
方
が
正
確
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
会
話
）
は
人
と
人

を
つ
な
ぐ
大
切
な
道
具
で
す
。
大
切
な
こ
と
は

伝
わ
る
こ
と
、
わ
か
る
こ
と
で
す
。

失
語
症
は
目
に
見
え
な
い
障
が
い
で
す
。
話

し
手
は
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り
と
判
り
易
い
言

葉
で
繰
り
返
し
話
し
ま
す
。｢

は
い
・
い
い
え｣

で
答
え
ら
れ
る
質
問
、
選
択
し
か
ら
選
ん
で
も

ら
う
質
問
な
ど
聞
く
時
の
工
夫
や
表
情
や
身
振

り
、
絵
や
地
図
な
ど
話
し
言
葉
以
外
の
提
示
も

会
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
数
字
は
書
い

て
。
リ
ソ
ー
ス
手
帳
の
使
用
も
会
話
支
援
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
確
認
は
忘
れ
ず
に
。
落
ち
着

い
て
話
せ
る
雰
囲
気
作
り
、
お
互
い
の
顔
が
見

え
る
位
置
で
表
情
を
よ
く
見
て
子
ど
も
扱
い
し

な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

失
語
症
は
社
会
的
礼
節
、
そ
の
人
ら
し
い
人

格
、
感
情
表
現
、
社
会
へ
の
関
心
、
出
来
事
の

記
憶
、
状
況
判
断
、
芸
術
的
側
面
な
ど
言
葉
以

外
の
側
面
は
保
た
れ
て
い
ま
す
。

失
語
症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
失
語
症

の
方
の
困
難
の
軽
減
の
第
一
歩
で
す
。
優
し
い

歩
み
寄
り
で
こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

失
語
症
を
ご
存
知
で
す
か

発行元
東京新聞

南千住専売店
℡3803-1781
発行責任者
鬼塚 佳代子
℡090-2657-0300

第362号

平成29年

1月 25日

介
護
予
防
講
座

健
康
は
足
元
か
ら
足
の
お
手
入
れ
で
快
適
生
活

第
３
回

日
時
：
１
月
25

日（
水
）13
時
30

分
～
16

時

場
所
：
南
千
住
区
民
事
務
所
西
部
ひ
ろ
ば
館

１
０
１
洋
室

（
南
千
住
１-

19-

13
）
参
加
費（
材
料
・資
料
代
）５
０
０
円

定
員
20
名

申
込
み

０
９
０
（
２
６
５
７
）
０
３
０
０

後
援
：
荒
川
区

荒
川
区
社
会
福
祉
協
議
会


